
 

 

 

 
 
 
 

ホームページ http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/es/sengendai/ 
 メールアドレス メールアドレス ky-ye-sengendai@city.yokohama.jp 

人との出会いを大切に             

副 校 長  伊藤 みつみ 
 冬らしい寒い日が続いていますが、子ども達は、毎日、元気に外

へ出て、アスッチパークやせせらぎ広場、校庭などで思い思いの遊

びに夢中です。 
 まん延防止等重点措置の実施により、学校では、教育活動を保障

しながらも、繰り返し感染予防を働きかけていこうと考えており

ます。マスクをしていても近距離で対面となる活動をできるだけ

避け、学級単位の活動を基本に感染拡大防止を図っております。と

はいえ、本校の特色ある教育活動である「社会につながる学び」に

ついては工夫しながら継続していくつもりです。その様子がわか

る場面を紹介いたします。 
 上の写真は、１月１２日から１４日まで行われた「芸術文化教育プラットフォーム」の場面

です。５年生と４組の子ども達がお琴の体験をしました。講師の新井靖水先生と渡邉勝代先生

に「さくら」と鬼滅の刃の「紅蓮華」を教えていただき、日本の伝統的な楽器の音色と本物の

芸術家の方との出会いが実現しました。その場面は、横浜ケーブルテレビジョンの「学校調査

隊」という番組で紹介されました。浅間台小学校の畑やアスッチパークなどについても５年生

の児童による紹介があり、学校の特色を生き生きと伝えることができ、とても嬉しく思います。

子ども達は、コロナ禍をひと時忘れ、本物を知る喜びと、学校の魅力を伝える誇らしさに胸を

膨らませていたことと思います。 
 右の写真は、飼育・環境委員会委員長の小泉美優

さんから、湘南貿易の山本直様へ本校児童が集め

たペットボトルキャップを進呈しているところで

す。集めたペットボトルキャップは、社員の方が、

ビニールプールの中で手洗いし、自転車型の粉砕

機のペダルを踏み、細かく砕いた後に、カラフルな

ボタンや定規に再生されるそうです。「子ども達が

大人になった頃にもこの緑豊かな環境を残した

い。」という思いで、各学校を訪問し、この活動を

進めておられます。プラスチックのリサイクル方法を「見える化」することで、循環型社会の

促進に繋がり、資源化が普及すると信じてこの活動に取り組まれているそうです。 
 感染防止を図りながらも、このような「社会につながる学び」は大切にしていきたいと思い

ます。学びを学校の中だけでとどめずに、信念をもって活躍する方々との出会いを保障し、子

ども達の職業観や生き方に多くの気づきが生まれることを願っています。 
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日 曜日 行    事 

１ 火 
TV 朝会（生活目標） 

 

２ 水 
 

 

３ 木 

新一年生入学説明会 

（You Tube 10 日まで配信） 

新一年生資料配付・物品購入（15：30～） 

４ 金 
新一年生資料配付・物品購入（15：30～） 

 

５ 土  

６ 日  

７ 月 
議案説明会 

 

８ 火 
 

 

９ 水 
 

 

１０ 木 
歯科巡回指導（全学年） 

６年「能と狂言」出前授業 

１１ 金 建国記念の日 

１２ 土  

１３ 日  

１４ 月 
 

 

１５ 火 
たてわり昼休み遊び（６年） 

 

１６ 水 
代表委員会 

 

１７ 木 
第２回学校保健委員会（動画視聴） 

 

１８ 金 
クラブ活動⑤（最終） 

 

１９ 土  

２０ 日  

２１ 月 
５校時後下校 

 

２２ 火 
TV 朝会（歌） 

５校時後下校 

２３ 水 天皇誕生日 

２４ 木 
５校時後下校 

６年スペシャル給食 

２５ 金 
５校時後下校 

 

２６ 土  

２７ 日  

２８ 月 
委員会活動⑩（最終） 

 

＜２月の行事予定＞ 

２月の目標 

生活目標 寒
さむ

さに負
ま

けない 体
からだ

をつくろう 

給食目標 寒さに負けない食事
しょくじ

をしよう 

保健目標 思
おも

いやりの 心
こころ

をもって過
す

ごそう 

【入学説明会】 
 ２月３日（木）～１０日（木）に、YouTube

動画配信で行います。詳細は配付します資料を

ご覧ください。 

 また、資料配付・学用品購入は、２月３日

（木）・４日（金）となります。 

15：30～16：45 に昇降口にて行います。 

  

【今後の予定】 

 ❖６年「卒業を祝い感謝する会」 

  ３月１日（火） １３：３０～ （体育館） 

  詳細は後日お知らせします。 

 

 ❖授業参観・懇談会 

  ３月１日（火） ４組，６年 

  ３月３日（木） ２，４年 

  ３月４日（金） １，３，５年 

 

※６年の授業参観は、「卒業を祝い感謝する

会」となります。 

※詳細は配付しましたお知らせをご覧くだ

さい。 

 

 ❖PTA 総会・学校報告会 

  ３月４日（金）You Tube 動画配信で行い

ます。 

 

※社会の情勢により変更する場合がありますの

で、ご理解をよろしくお願いいたします。 

【教育相談】 

お子さんの学校での様子や、日々の子育てに

関して気になることやご心配なことなどありま

したら、ぜひご利用ください。 

学校カウンセラー：田中裕人先生 

相談日：2 月３日（木）・１６日（水） 

① 9：30～ ②11：00～ 

 ③13：30～ ④15：00～ 

担当：児童支援専任 松永 

予約電話：311-6648 



【雪景色で２０２２年スタート！】 

 冬休み明け、１月７日（金）、一面雪景色の中、子どもたちが元気に登校してきました。浅間台小学校

の校庭もせせらぎ広場も、真っ白い雪に覆われていました。子どもたちは、珍しい積雪に心躍らせ、友

達と一緒に雪遊びを楽しみました。子どもたちが作ったかわいい雪だるまが、学校中のあちらこちらに

見られました。 

 

 

 

【お琴体験特別授業】 5 年・４組 

 

音楽の学習の一環として「お琴体験学習」を行いました。普段はなかなか目にすることのない和楽器

に子どもたちは興味津々。先生方の丁寧でわかりやすいご指導もあり、子どもたちは短い時間で「さく

ら」や「紅蓮花」を演奏できるようになりました。また、授業のラストは先生方が奏でる和楽器の競演

を目の前で存分に味わうことができ、貴重な体験となりました。 

 

【校内書初め展】 

  

 １月１８日（火）から３１日（月）まで、校内書初め展が行われました。１，２年生は硬筆、そし

て、３年生以上の子どもたちは、いつもと違う雰囲気の中、体育館で書初めを行いました。新しい年に

なり、気持ちも新たに一文字ずつ思いを込めて書いていました。 



【各学年の子どもたちの様子】 

 

 

 

 

 

 

  

４組  

生活の学習で凧を作り、凧あげをしました。初めて凧あげをする子もた

くさんいましたが、ちょうどよい風もあり、全員上手にあげることができ

ました。夢中になって走り回り、体育の時間よりも汗をかいていた子もた

くさんいました。 

１年生  

 見晴らし台公園に冬を探しに行きました。夏や秋の様子と比べながら冬

を探しました。霜柱を踏むとサクサク音がすることに気付いたり、木に葉

っぱがなくなった様子を見て「枯れてしまったのかな？」と疑問をもった

りしながら冬探しを楽しんでいました。 

２年生  

 冬休み明けの登校日、雪遊びをしました。大きな雪だるまや、葉っぱや

木の枝をつけた飾りを作りしました。子どもたちは「寒い！」と言いなが

らも、時間いっぱい雪遊びを楽しんでいました。 

３年生  

 社会科の学習では、「横浜市のあゆみ」について学習しています。昔は

この辺りは海であったこと、５０年前までは、浅間町でも「ちんちん電

車（市電）」が走っていたことに驚きながら、横浜市がどのように発展し

てきたのか学びを深めています。 

４年生  

総合的な学習の時間で取り組んでいる「西区丼」の実現にむけて

TSUBAKI 食堂のオーナー・椿さんをお招きし、オンラインで話しました。 

子どもたちは、自分たちが育て、収穫した野菜で「浅間台のよさを発信し

たい」という思いを伝えました。みんなの西区丼、とっても楽しみです。 

５年生  

 社会科の学習では、帷子川の水害について学習しました。自分たちの住

む地域で「こんなことがあったんだ」と驚いている様子でした。調べ学習

を進めていく中で、自分たちができることを考え話し合いました。ご家庭

でも話題にしていただけたらと思います。 

６年生  

 「未来へ つながれ‼～にしくまちあるき～」と題し、卒業を前に最後の

学習活動のスタートです。西区の歴史や素敵・おすすめスポットを伝えま

す。また、このスポットをつなげ合わせて、ガイドツアーを組みます。ホ

ンモノの「にしくシティーガイド」の方とつながり、学びを深めます。 


